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   A case of spindle cell sarcoma of the prostate accompanied by cancroid of fistula on  the, 
 abdominal wall was reported and a review of the literatures on it was made. 
   In Japan 17 cases of spinedle cell sarcoma of the prostate were reported till 1960. 
   The patient, 63 years old man, visited our clinic in December 1951 with complaint of 
dysuria. X-ray irradiation made toward the prostatic sarcoma was thought to be the cause of 
cancroid of fistula, while the extant sarcoma showed a silent course. 
   Therefore the cancroid of fistula was assumed to be the cause of death. 




ユ例 となつ てお り,現 在迄17例の報 告 が あ る
(大越等,1960)
















































術後 経 過:術 後3日 で,圧 迫 タ ン ポ ソ を 除 き腹 壁 を
閉 じた,術 後13日腹 壁 よ り尿 の漏 出す る を 認 め,術 創
は化膿 し,蒼 白な 肉 芽 の新 生 が あ らわ れ た.術 後35
日,4日 間 に わ た る血 尿 が あ り,尿 意頻 数,30分 毎 が
起つ た,6月3日(術 後51日)よ り放 射 線 の深 部 照 射
を始 め た.こ れ は 退 院 後 も行 な い,12月25日 ま で,
100レン トゲ ソ ×5,200レ ソ トゲ ン ×44,計9,300レソ
トゲ ソを 照 射 した.即 ち,第1期 は6月4日 よ り7月




















































ba!1の統計 によれ ば,132例の うち線維組 織 よ




告 し,そ の平均年 令は11才であ ると 述 べ て い
る.尚Wachsの 症例(1937)は,生 後6日
目に発生 した もので,こ れは前立腺 肉腫統計 中
最年少例で,胎 生期 より成長 が始 まつ ていた と
考 え られ る点で興味 があ る.
3)局所 的拡大
前立腺 肉腫 は早期 に拡大 し,そ の主経路は①
後部尿道 え,② 膀胱前面 え,③ 直腸 え,④ 会陰
部 え,の4方 向である.又 所属 リソパ腺侵襲は
極 めて高率 で,特 に円形及 び紡錘形細胞肉腫 に
於 いては この傾 向が顕著で ある.
4)遠隔転移




%(Smithユ926)であ る.尚 円形及び紡 錘形細
胞肉腫 が最 も転移 を起 し易い点で悪性度 が最 も
高 い.
5)予 後
円形及 び紡錘形細胞 肉腫が最 も予後が悪 く,

























上皮癌で,即 ち同1人 に発生 した重複腫瘍であ
つた.こ の際肉腫の方はむしろSilentで扁平
上皮癌の方が主役を演じ,深 部に侵襲 して大血
管を破壊 して死の原因 となつた.こ の成因とし
ては,レ 線の大量照射が(レ 線痩孔癌)最 も考





本症例の痩孔癌は,そ の成因と して は,レ
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で 開 発 した./









■ 特 に グ ラム 陰 性 菌 に起 因す る疾 患 に も高 い有
効 率 を示 して い ます 。
■効 果発現 が早 く3～5日 前 後 で治癒 、 お よび
有効 が認め られ てい ます。
■ 副作 用 は ほ とん どみ られず 、慢性疾 患 にも安
心 して投 与 で きます。
■ 乳 幼 児 に は シ ロ ップ を。
〔卑 装 〕 宋2591009500g錠(0.25g)10錠 シ ロ ップ(5%)SOOme
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